第２回笠岡市創生総合戦略懇談会議事要点録
○　日　　時：平成２７年６月２２日（月）９：３０～１２：００
○　場　　所：笠岡市役所　分庁第４　２階大会議室
○　出席委員：１４名（欠席１名：津田委員）
大嶋会長，佐藤副会長，宇野委員，遠藤委員，大村委員，国本委員，
蔵本委員，小林委員，鳴本委員，長谷川委員，原田委員，東山委員，
三谷委員，守谷委員
○　職　　員：三島市長，天野副市長，浅野教育長，岡本政策部長，赤迫危機管理部長，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹井総務部長，塩飽市民生活部長，藤井健康福祉部長，田中建設産業部長，
　　　　　　　三縞上下水道部長，城戸会計管理者，三宅市民病院管理局長，

福尾教育部長

　　　　　 事務局（定住促進センター：黒田所長，森山主査
企画政策課：水田課長，茂見係長，村上）
○　内　　容：下記のとおり

１　新任委員紹介
　今回新任の大村伸枝委員を紹介した。

２　市長あいさつ（抜粋）
　人口ビジョンと総合戦略の策定の際に，忘れてはならないことが２つあります。

１つは「地方自治体は消滅しない」ということです。国は，住民に対する基礎的サービスの提供義務を市町村に課すとともに，市町村の自治を保障しており，市民の方々は自治体を中心にして地域づくりを行っています。

２つ目に，地方自治体は「自ら調べ，自ら考え，自ら行動する」という原則を忘れてはならないということです。
　地方創生の最大のポイントは，いかに地方が自らの地域の状況をしっかり分析して，その対策を自ら考え，実践できるかだと考えます。

　人口減少問題への対処とは言っても，地方の状況はそれぞれ異なり，それぞれの多様な状況に対応するための施策展開が必要です。

笠岡市は総合計画の中でも既に人口減少問題を最大の課題ととらえ，更に笠岡市独自の「定住促進ビジョン」「産業振興ビジョン」の取組を既に進めており，これはまさに「まち・ひと・しごと」の創生に他ならないと考えています。

　笠岡市総合計画の目指す将来都市像「市民協働で築くしあわせなまち　活力ある福祉都市かさおか」と，総合戦略の目指すべき方向性は同じです。ここで言う「福祉」とは，狭義の福祉行政分野でなく，「しあわせ・幸福」を示しています。
私が考える「しあわせ・幸福」とは，１つ目には「子供たちが健やかに育ち楽しく学べるまち」，２つ目には「安心・安全な地域社会の中で温かい家庭を築き，子供を産み育てることができるまち」，３つ目には「心豊かでゆとりのある仕事に就き，経済的にゆとりのある生活が送れるまち」，４つ目には「地域社会とのつながりを持ち，助け合いながら信頼を育むことができるまち」，５つ目には「高齢になっても孤独を感じることなく，健康で長生きができるまち」です。そういった，市民の皆様に「しあわせ・幸福」を実感してもらえるような笠岡を目指しています。

　総合戦略では，「子供が健やかに育つ教育環境をつくる」という笠岡市独自の基本目標を追加し，特に教育環境の充実を目指して取り組んでおります。そして，従前から力を入れている子育て支援，定住促進策，産業振興等に加え，若者や女性が住みたいと思える施策などを新たに盛り込んでいきます。
　そして，策定後も毎年検証と見直しを行い，策定後も新たな事業を追加し，短期的な成果を追い求めるのでなく，少なくとも10年くらいは継続的な取組が必要だと考えます。
　人口減少には総合的な対応が必要で，市民に身近な総合行政ができる笠岡市が，地域の実情に合わせ，総合的な観点から創意工夫に満ちた魅力ある地域をつくる必要があると考えております。
３　議　題
（１）「笠岡市人口ビジョン」について
笠岡市の人口の現状分析と将来展望を記載した「笠岡市人口ビジョン」について説明。

＜意見の要旨＞

委員：地域コミュニティの機能を維持していくことが困難になるから協働のまちづくりを推進すると書いているが，財政難で行政サービスが維持できなくなるからまちづくりが必要なのではないか。
副市長：これまでもお聞きしているご意見で，否定したことはないが，その前の段階である地域のつながりの希薄化という観点を大きく捉えて述べている。

委員：「行政サービスの維持が困難になっていく」という記載も必要。
委員：まちを活性化していくためには，市民がこの現状を共有し，全体でこうしていこうという湧き上がる力が重要だと思う。行政と協働して，みんなでまちの未来を作っていく機会になるのではないかと期待している。
委員：転出入者のアンケート調査の男女別の調査はしているか。
事務局：特にしていない。

委員：転出の理由を掘り下げ，近隣との都市間競争について，もがく施策も必要。
政策部長：先程，４つのケースをお示ししたが，本日は時間の都合から「笠岡市人口ビジョン」の目標をひとつに絞ることができなかった。総合戦略に掲げる施策を導入することによって，実現可能となる人口設定について，委員にも考えておいていただき，次回の懇談会ではひとつの目標に絞りたい。
（２）「笠岡市まち・ひと・しごと創生総合戦略」について
　　
＜意見の要旨＞

委員：安価で良質な住宅が提供できる施策があっても良い。
事務局：所有権でなく居住権を重視した取組，例えば空き家に常に人が住んでいるという状況を生み出す取組などを現在研究中である。
委員：ひとづくりが大事だと思う。例えば，ＤＶ被害者が住むところをすぐ探したいと市に駆け込んでも，対応してもらえなかったりと，他市町に比べて受け入れられ感がない。「ウェルカム」していかなければいけない。そういうひとづくりについては，どの部分で行っていくのか。あと，「教育環境」という言葉に変えた意図は。
事務局： 基本目標ウが育てる側の視点に立った項目で，エが子供に主体を置いた項目であるという本来の意図を分かりやすくした。
政策部長：ひとづくりについて，今回は例えば，「新しいしごと・安定した雇用を創出する」の中に中小企業の人材育成を入れている。また，新しい取組として「地域おこし協力隊」を入れて地域の新たな担い手を確保しようとしている。ひとづくりはすべての分野にまたがる大事なことなので，その他の基本目標においても検討したい。
委員：自然体験・生活体験等を含めた教育だと思うので，子供が自然に触れ合うことで能力が育つことも含めた教育環境を整える施策になってほしい。
委員：企業誘致の際は，笠岡市の優位性をもっと明らかにして取り組むべき。地元中小企業振興は，行政として考える最大のニーズがどこにあるのか明らかにして連携すること。観光振興は「ウェルカム」の精神で，特に女性の意見を大事に。
委員：笠岡湾干拓は大きな代償を払って生まれたが，それに見合った現状になっていないのでは。素案では５つの基本目標に色々な記載がされているが，干拓をもう１つの柱として１本立てて干拓地のビジョンを書いてはどうか。
建設産業部長：第一義的には農業振興に利用する干拓地であるため，基本的には農業振興で活用したいと考えており，今後農業に関する多面的な利用を考えている。
委員：子育て支援が充実しているのに，発信できていない。良いところを皆で発信していき，住みやすく住んで楽しいまち，安心して生活できる笠岡にしたい。また，家賃が高いとよく言われる。思い切ったお金の使い方をする施策も良いのでは。

委員：高校生など若い人の意見をもっと大事にしてほしい。
委員：小中学生のうちに，笠岡について知る機会がもっとあれば良い。また，夏休みに利用できる寺子屋的な，地域の人と触れ合えるものがあれば良い。観光に関しては，笠岡市のホームページは市民向けの事務的なページがトップだが，観光を意識したページづくりをしてはどうか。

教育長：笠岡市の良さを再発見してもらうため，サミット的なものを検討している。また，旧北木小学校を研修施設として活用し，小学４年生を対象に，しっかり体と頭を使って活動させたい。
委員：指標について，総合計画と同じものがあるか，また，少ないようにも見えるが追加できるか。

事務局：追加は可能。総合計画策定の時点では，アウトカム指標を設定するという観点が欠けていたという点は異なる。指標についてはこれから御意見いただきたい。
（３）その他

　　次回の開催予定を通知。

以上

